
・講師（UAV）  ・（株）ハニービーワークス（JUIDA 広島ドローンスクール）代表 藤原弘幸 

・JSIMA 認定事業者 

        

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

・講師（写真測量） ・アイサンテクノロジー（株） 

          ・測量士 山岡 清志 

          ・実績：中国地方整備局管内の ICT 技術活用工事多数 

UAV 飛行に関する知識・能力と写真測量技術研修会（IN 広島） 

         プログラム 
開催日時 ： 平成 30 年 7 月 12 日・13 日（座学）と操縦実習（2 回：別途日程調整） 

    会  場 ： 座学：RCC 文化センター         （〒730-0015 広島市中区橋本町 5-11） 

                  操縦実習： もみのき森林公園     （〒738-0301 広島県廿日市市吉和 1593-75） 

 

 

    

            ・実績 ロシア国営放送記念番組空撮・各局 TV 番組空撮・広島豪雨災害関連空撮・UAV 測量 

      

                

 

 

 

 

［1 日目］ 

 １．航空法関係法令                            10：00～12：00 

【途中 10 分休憩】 

   □ＵＡＶ概要  □飛行禁止エリア  □飛行ルール  □飛行形態に応じた追加基準 

 【12：00～13：00 昼休憩】 

 ２ 安全飛行                               13：00～13：50  

   □気象  □無人航空機の安全機能  □安全確保体制  □日常点検項目    

  

 ３ 申請方法                                14：00～14：50        

   □国土交通省航空局への飛行許可・承認申請 

 

 ４ 操縦技能                                15：00～15：50  

   □注意事項  □操縦方法  □日常点検項目  □シミュレータ演習 

 

５ 理解度テスト （航空局標準マニュアルの理解度）             16：00～16：50  

 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

 

［2 日目］ 

６   I－Construction～公共測量マニュアル                  10：00～11：00  

  □三次元点群の作成 □空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土工編）（案） 

 

７ 撮影をための設定方法                            11：10～12：00    

□写真測量の原理  □飛行高度の設定  □カメラのマニュアル撮影の設定 

 【12：00～13：00 昼休憩】 

 

８ 現地準備作業                               13：00～13：50  



□評定点の設置  □精度確認試験結果報告書の作成 

 

９ 空撮計画と演習（高度・飛行コースの設定）                 14：00～14：40  

□Ground Station による設定 

 

１０ Sfm での解析処理方法                           14：50～15:20  

□Photoscan を使用した設定 

 

１１ 解析結果の利活用                            15：30～16：15  

□Wing Earth を使用したフィルタリング、メッシュ作成、縦横断切り出し、土量計算 

 

１２ 質疑応答                                 16：15～16：30  

 

 

 

※操縦実習はもみのき森林公園において 2 日間の訓練を実施（日程は別途調整） 

[実習時間：10 時～17 時] 

◆ 実習項目 ：飛行に関する許可・承認に必要な事項  

1. 安定した離着陸ができること。 

2. 上昇と下降 

3. 一定時間（5秒）高度を維持したホバリング 

4．ホバリング状態から機種方向を任意の方向に90度回転 

5. 前後移動 

6. 水平面での左右移動または左右旋回 

 

◆ 実習形態 ：実習機の操縦、シミュレータ演習 

1．1 名の講師が研修生 2 名を対象としてマンツーマン指導 

2．最後に試験を行い操縦技能を判定 

  結果は「受講証明書（CPD 行事参加証明書）」で主催者（第三者）としての判断を記載 

（注）「無人航空機講習管理団体」が発行する「操縦技能証明証」及び「安全運航管理者証明証」ではございません。

（無人航空機に係る飛行許可申請を行う際、不明点がございましたらサポートいたします） 

 

◆ 実習条件 

1. 実習無人航空機はマルチローター型 

2. 自動操縦は対象外 

3. 非 GPS 環境下にて実施 


